
　

平
成
26
年
第
１
回
曽
於
市
議
会
定
例
会

が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に

臨
む
私
の
姿
勢
と
所
信
の
一
端
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
の
重
点
施
策
な
ど
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
を
み
ま
す
と
、
大
胆
な

金
融
政
策
や
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間

投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の

矢
」
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
と
な
る
な
ど
、

日
本
経
済
は
着
実
に
上
向
い
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
景
気
回
復
の
実

感
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
や
地

域
経
済
に
は
、
い
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
業
種
ご
と
の
業
況
に
は
、

ば
ら
つ
き
も
み
ら
れ
、
物
価
動
向
に
つ
い
て

も
、
デ
フ
レ
脱
却
は
、
道
半
ば
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
等
の
要
因
に
よ
っ
て
悪
化
が
続
く
中
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
へ
の
対

応
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
等
が
重
な
っ

て
、
近
年
著
し
く
悪
化
が
進
み
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
平
成
26
年

度
の
国
の
予
算
は
「
平
成
26
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
」
お
よ
び
「
平
成
26
年
度

の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本

的
態
度
」
に
基
づ
い
て
、
社
会
保
障
を
始

め
と
す
る
義
務
的
経
費
等
を
含
め
、
聖
域

な
く
予
算
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
上
で
、

経
済
成
長
に
資
す
る
政
策
に
重
点
化
を
図

る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ

平成 26年度施政方針
３月定例議会が２月 20 日から３月 26 日まで
開かれ、五位塚剛市長は平成 26 年度の施政方
針を述べました。
今回は、その施政方針及び予算の概要をお知ら
せします。

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
が
変
化

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
は
維
持
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、

市
民
に
や
さ
し
い
市
政
を
目
ざ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
曽
於
市
総
合
振
興
計

画
や
過
疎
地
域

自
立
促
進
計

画
、
財
政
計
画
、

行
政
改
革
大

綱
、
定
員
適
正

化
計
画
等
の
主

要
な
計
画
を
十

分
に
踏
ま
え
な

が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
主
的
・
自
立
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
25
年
７
月
21
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
市
長
選
挙
に
よ
り
、
合
併
後
の
２

代
目
の
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
就
任
後
、

約
13
億
円
を
事
業
費
と
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
声
を
基
本
と
し
て
中
止
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
の
強
か
っ
た
敬

老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
敬
老
の
日
に

合
わ
せ
、
民
生
委
員
や
職
員
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
75
歳
以
上
の
全
員
に
支
給
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
方
々

か
ら
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、
更
に
充
実
を
図

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
は
、
人
口
の
増 第三子出産祝金交付式第三子出産祝金交付式
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会　　　　計 平成 26年度額 平成 25年度額 増　減　額 増減率
一 般 会 計 209億4,000万円 218億5,000万円 △9億1,000万円 △4.2%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 62億5,582万2千円 61億6,674万1千円 8,908万1千円 1.4%
後期高齢者医療特別会計 5億3,597万4千円 5億1,305万7千円 2,291万7千円 4.5%
介 護 保 険 特 別 会 計 50億7,558万8千円 49億5,378万4千円 1億2,180万4千円 2.5%
公共下水道事業特別会計 2億1,385万2千円 2億4,990万円 △3,604万8千円 △14.4%
生活排水処理事業特別会計 1億1,331万3千円 1億1,020万円 311万3千円 2.8%
笠木簡易水道事業特別会計 2億2,558万9千円 0円 2億2,558万9千円 皆増
合 計 124億2,013万8千円 119億9,368万2千円 4億2,645万6千円 3.6%

水道事業会計（収益的支出及び資本的支出） 7億4,708万8千円 7億714万8千円 3,994万円 5.6%
合 計 341億722万6千円 345億5,083万円 △4億4,360万4千円 △1.3%

が
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
曽

於
市
の
人
口
は
、
合
併
後
も
、
毎
年
減
少

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
比

率
は
、
す
で
に
35
％
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
人
口
を
増
や
す
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。        

　

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
幼
稚

園
や
保
育
園
の
保
育
料
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
全
額
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

畜
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
曽
於
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
農
家
の
所
得
を
増
や
す
政

策
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
企
業
誘
致
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
ひ
と
づ
く
り

で
あ
り
、
本
市
発
展
の
基
本
に
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
学
習
環
境
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
優

秀
な
人
材
づ
く
り
に
取
り
組
む
曽
於
高
校

の
運
営
に
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
が
、
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
当
初

予
算
の
編
成
は
、
小
さ
な
声
も
大
切
に
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
・
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
商

工
業
の
発
展
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
輝
き
、
お
年
寄
り
ま
で
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
①
市
民
に
や
さ

し
い
市
政
運
営
」、「
②
人
と
自
然
を
生
か

し
た
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
」、「
③
教
育
・

文
化
を
促
進
し
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」、

「
④
人
口
増
対
策
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化

を
推
進
」、「
⑤
農
・
畜
産
物
を
生
か
し
た

所
得
倍
増
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
５
つ
を
基

本
方
針
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
の
福
祉
、
教
育
、
く
ら
し
を
守
る
た

め
の
予
算
と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
２
０
９
億
４
千
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、
９
億
１
千
万

円
、
4.2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
予

算
総
額
が
、
１
２
４
億
２
０
１
３
万
８
千

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

４
億
２
６
４
５
万
６
千
円
、
3.6
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
は
、
医
療
費
高こ

う
と
う騰

や
保
険
税
の

減
収
を
補
う
た
め
、
市
単
独
で
、
一
般
会

計
か
ら
１
億
２
千
万
円
を
繰
り
入
れ
て
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
木
地
区

ほ
か
３
地
区
で
、
簡
易
水
道
を
整
備
す
る

た
め
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設
け

２
億
２
５
５
８
万
９
千
円
の
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
に
お
け
る
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
し
た
。

　
　

平
成
26
年
２
月
20
日

　
　
　
　
　
　

曽
於
市
長　

五
位
塚　

剛

曽於市総合振興計画基本理念曽於市総合振興計画基本理念
豊かな自然の中で
生命の鼓動を感じるまちづくり
平成 26年度予算編成方針
　①市民にやさしい市政運営
　②人と自然を生かした活気ある地域づくり
　③教育・文化を促進し心豊かなまちづくり
　④人口増対策を目指し、地域活性化を推進
　⑤農・畜産物を生かした所得倍増のまちづくり
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